
連続ワークショップ

：読み解くことについて

第2回
設定条件を問う
ーーあいみょんにおける「ぼく」と「きみ」



前回の復習：

•テーマおよびその構成要素
•テクスト（と作者の意図）
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前回の復習：

テーマおよびその構成要素
：全体として何が表現されようとしているのか
•構造（しばしばパターン）に依拠する
•モノ（人や動物含む）の象徴性の連関
•その連関が構造のなかで果たす機能
•その機能の総体
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前回の復習：

テクスト（と作者の意図）
•受け取り手が、書かれたこと・表現されたものに基づいて受け
取った内容・主題
•作者の意図は、表現内容の（唯一の）正解ではない
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ロラン・バルト（Roland Barthes、1915年11月12日 - 1980年3月26日）

作者の死



本日のテーマ：語り手・視点

•語り（ナラティブ）
• ≠あらすじ、物語（ストーリー）
• 誰の立場からストーリーが見られているか、語られているか

•語り（ナラティブ）は、物語（ストーリー）の設定条件になる
• 報道や記事をみるときにも常に大事
• 偽の「中立性」に敏感になる
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ワーク１：「pretender」について
•グループで議論
• 論考「OFFICIAL髭男DISMの大ヒット曲「PRETENDER」を同性愛から読み解く」について、
同意できた点、同意できなかった点、勉強になった点、わからなかった点をそれぞれ挙げる

•グループ間で共有・議論
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https://www.youtube.com/watch?v=TQ8WlA2GXbk
https://gendai.media/articles/-/66965


ワーク：あいみょんについて

•グループで議論→全体で共有
• 「見方が変わった」「おもしろいと思った」評を一つ選ぶ
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まとめ

•「語り」に着目することで見えてくる別の世界設定
• 人称表現（一人称：私、俺、ぼく、二人称：お前、あなた etc.）
• 性愛表現（←前回：モノの象徴性）
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課題（次回9月27日に向けて）

•日隈が昔書いた「モーレツ大人帝国」のレポートを読んできて
ください
•同意できたこと、同意できなかったことを、理由をつけて（箇
条書きでよいので）ノート（か何か）にまとめて持参してくだ
さい
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